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一
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二
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椛
者
と
負
担
部
分
と
の
利
害
関
係

Ｈ
、
負
担
部
分
の
決
定
に
つ
い
て

ロ
、
負
担
部
分
の
変
更
に
つ
い
て

三
、
負
担
部
分
の
意
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に
つ
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て
の
諸
説
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所
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、
少
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説
と
そ
の
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点

口
、
判
例
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多
数
説
と
そ
の
問
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点

四
、
残
債
務
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存
在
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ら
の
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係
へ
の
影
響

五
、
主
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、
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連
帯
債
務
に
お
け
る
負
担
部
分
と
求
償
関
係
と
の
関
連
性
等
に
つ
い
て
、
既
に
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
私
如
き
若
輩
が

こ
の
問
題
を
扱
う
こ
と
は
、
い
か
に
も
重
箱
の
す
み
を
ほ
じ
く
っ
て
御
馳
走
の
残
り
粒
を
食
べ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
負

担
部
分
と
求
償
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
唯
単
に
債
務
者
間
の
内
部
関
係
の
理
解
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
債
権
者
を
含

む
連
帯
債
務
制
度
全
体
の
研
究
に
も
役
立
つ
の
で
、
私
の
努
力
不
足
と
辺
地
的
研
究
条
件
が
垂
っ
て
未
だ
重
要
な
参
考
文
献
さ
え
も
読

み
込
ま
な
い
ま
世
に
、
敢
て
取
り
組
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

判
例
（
大
審
院
の
大
正
四
年
四
月
一
九
日
や
昭
和
七
年
四
月
一
五
の
判
決
）
は
債
務
者
間
の
負
担
部
分
や
求
償
関
係
と
債
権
者
と
の
関
係
と

は
し
が
き

一
、
序
説

口
、
債
務
者
間
の
協
力
と
求
償
権
の
制
限
制
度

六
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
求
償
権
の
噸
前
行
使

㈲
、
検
討
の
必
要
性

口
、
求
償
権
の
事
前
行
使
制
度

ロ
、
連
帯
債
務
者
の
求
償
樅
事
前
行
使
の
可
否

七
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
一
部
の
弁
済
と
受
領
義
務
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怪
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
峰
視
す
る
理
由
は
、
お
そ
ら
く
負
担
祁
分
は
債
務
者
間
の
求
仙
関
係
の
基
礎
と
な
る
だ
け
で
あ
り
、
償

権
者
は
負
担
部
分
の
割
合
に
か
ｈ
わ
ら
ず
各
債
務
者
へ
債
務
全
額
の
請
求
が
．
ご
き
る
点
か
ら
導
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い

て
、
多
く
の
学
説
は
、
一
債
務
者
に
つ
い
て
生
じ
た
免
除
や
時
効
消
滅
が
そ
の
者
ｊ
負
担
部
分
に
つ
い
て
絶
対
的
効
力
を
も
つ
（
民
法

四
三
七
条
、
四
三
九
条
）
こ
と
か
ら
、
負
担
部
分
の
割
合
い
か
ん
は
債
権
者
に
利
害
関
係
が
あ
る
と
の
見
解
を
と
り
、
或
る
説
は
「
債
務

者
間
の
負
担
部
分
の
変
更
に
債
権
者
の
承
諾
を
要
す
る
」
（
勝
本
、
悩
権
総
論
中
仙
一
八
四
頁
、
於
保
、
債
権
総
論
一
二
四
頁
）
と
か
、
債
権

者
が
不
測
の
損
害
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
為
、
負
拙
部
分
の
決
定
に
つ
い
て
も
、
悩
椛
者
が
そ
の
割
合
を
知
ら
な
い
場
合
に

そ
れ
を
債
樅
者
に
対
抗
で
き
ず
、
偵
樅
者
と
の
関
係
で
は
平
等
の
割
合
と
し
て
扱
い
（
我
斐
、
悩
臓
総
満
四
三
二
頁
等
）
、
負
担
邪
分
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
通
知
す
る
等
し
て
債
権
者
に
お
い
て
認
識
し
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
債
権
者
に
対
し
変
更
を
主
張
で
き

な
い
（
柚
木
、
判
例
債
権
法
総
論
下
三
八
頁
等
）
と
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
。

負
担
部
分
を
求
償
関
係
の
問
題
に
限
っ
て
考
え
て
み
て
も
、
判
例
や
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
債
務
全
額
に
対
す
る
負
担
部
分
（
多
数
塾

的
表
現
）
以
内
の
出
摘
を
し
た
償
勝
者
も
求
償
樅
を
取
得
し
、
少
数
説
に
よ
っ
て
も
、
負
担
部
分
を
超
え
る
出
捕
を
す
れ
ば
、
残
債
務

が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
超
過
部
分
に
つ
き
他
の
償
勝
者
へ
の
求
償
樅
が
発
生
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
見
解

を
採
っ
た
に
し
て
も
、
債
樅
者
の
憤
権
と
一
部
弁
済
者
の
求
償
樅
と
の
優
先
関
係
が
問
題
に
な
る
が
、
そ
こ
で
債
権
者
の
優
先
を
認
め

な
い
税
に
従
え
ば
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
成
立
要
件
を
ゆ
る
や
か
に
解
す
る
多
数
説
の
方
が
一
層
債
権
者
を
害
す
る
結
果
に
な
る
。
判

例
や
多
数
説
は
特
に
求
償
関
係
に
お
け
る
債
務
者
間
の
公
平
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
債
権
者
と
の
利
害
関
係
を
見
過
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
少
数
説
の
方
も
求
償
権
と
残
債
務
の
関
係
を
考
慮
し
な
い
点
で
多
数
説
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。

残
債
務
が
存
在
す
る
限
り
、
求
償
権
を
取
得
し
た
と
さ
れ
る
出
捕
者
を
含
む
債
務
者
全
員
が
未
だ
残
額
に
つ
い
て
連
帯
債
務
者
で
あ

り
、
ど
の
債
務
者
が
そ
れ
を
出
梢
す
る
こ
と
に
な
る
か
予
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
、
各
債
務
者
は
そ
の
弁
済
の
準
備
を
す
る
必
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㈲
、
負
担
部
分
の
決
定
に
つ
い
て

債
権
者
が
各
債
務
者
へ
債
務
全
額
を
請
求
す
る
権
利
は
債
務
者
間
の
負
担
部
分
の
割
合
い
か
ん
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
負
担
部
分
驍
値
椛
著
と
無
関
係
な
債
務
者
側
の
内
部
だ
け
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
判
例
は
「
之
（
負
担
部
分
）
ヲ
定

ム
ル
ニ
付
債
椛
者
ノ
意
思
ノ
合
致
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
（
大
審
院
大
正
四
年
四
月
一
九
日
判
決
）
と
か
、
「
（
債
樵
者
が
）
其
債

務
者
ノ
負
担
部
分
ノ
割
合
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
、
之
ガ
為
メ
ニ
其
負
担
部
分
二
影
響
ヲ
及
ポ
サ
ザ
ル
…
…
」
（
大
審
院
明
治
四
一
一
年
九
月
二
七
日

判
決
）
と
い
っ
た
見
解
を
採
っ
て
い
る
。

学
説
も
憤
務
者
間
に
お
け
る
負
担
部
分
は
、
先
ず
偵
務
巷
間
の
特
約
、
次
に
伐
務
者
間
の
受
益
の
割
く
口
』
よ
っ
て
定
ま
り
、
そ
れ
等

で
決
定
で
き
な
い
場
合
に
平
等
の
推
定
（
民
法
四
二
七
条
は
多
数
当
事
者
の
伎
樵
関
に
つ
い
て
、
「
分
割
債
癩
関
べ
」
と
「
椛
利
義
務
の
割
合
の
平

要
が
あ
り
、
求
償
に
応
ず
る
よ
り
残
額
を
弁
済
す
る
方
が
債
務
者
全
員
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る
。

求
償
関
係
は
債
務
者
間
の
み
の
内
部
関
係
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
き
も
す
れ
ば
そ
れ
と
債
権
者
と
の
関
係
が
見
過
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
求
償
権
の
成
立
要
件
と
し
て
の
出
揖
が
債
権
者
と
の
関
係
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
、
私
は
今
一
度
債
権
者
が
債
務
者

間
の
内
部
関
係
に
か
ふ
わ
り
な
く
各
債
務
者
へ
全
額
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
の
意
義
や
、
全
部
義
務
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

債
務
者
側
の
利
益
等
を
考
慮
し
、
求
償
関
係
に
お
け
る
憤
務
者
間
の
公
平
を
は
か
る
名
目
で
技
巧
的
に
解
釈
さ
れ
が
ち
な
負
担
部
分
の

意
義
を
少
数
説
に
従
っ
て
本
来
的
怠
味
に
使
っ
た
場
合
の
問
題
点
の
副
作
用
を
伴
な
わ
な
い
解
決
方
法
を
見
出
す
努
力
か
ら
出
発
し

た
。
そ
の
結
果
少
数
説
の
限
界
を
通
り
越
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

二
、
債
権
者
と
負
担
部
分
と
の
利
害
関
係



5１ 連帯債務者間の内部関係と (Bi権者（新垣進）
等
」
と
い
う
一
一
重
の
推
定
を
し
て
い
る
と
解
し
得
る
か
ら
、
後
者
の
鬼
を
狸
立
し
て
勘
か
し
て
差
支
え
な
い
）
に
よ
る
と
解
し
つ
Ｅ
、
一
債
務
者
に

つ
い
て
生
じ
た
免
除
や
時
効
消
滅
が
そ
の
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
絶
対
的
効
力
を
生
ず
る
こ
と
か
ら
、
負
担
部
分
の
割
合
を
知
ら
な
い

債
権
者
が
不
測
の
損
害
を
被
ら
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
、
「
負
担
部
分
を
債
権
者
へ
対
抗
す
る
に
は
債
権
者
の
認
識
を
要
し
、
不
知

の
場
合
は
平
等
だ
と
解
す
る
（
柚
木
、
前
掲
書
一
一
一
八
頁
）
と
か
、
「
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は
負
担
部
分
は
、
平
等
で
あ
る
こ
と
を
第

一
原
則
と
し
て
、
受
益
の
割
合
や
特
約
に
よ
っ
て
こ
れ
と
異
る
割
合
で
あ
る
と
主
張
し
う
る
の
は
、
債
権
者
が
こ
れ
を
知
り
う
ぺ
き
場

合
に
限
る
」
（
我
妻
、
前
掲
轡
四
一
一
一
二
頁
）
と
か
い
っ
た
説
等
が
あ
る
。
我
妾
説
が
言
う
「
債
権
者
が
こ
れ
を
知
り
う
べ
き
場
合
」
と
は

ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
債
務
者
の
側
で
偵
椛
者
が
知
り
う
る
よ
う
積
極
的
に
そ
れ
を
告
知
す
る
義
務
を

負
う
の
か
、
そ
れ
と
も
、
債
椛
者
の
方
で
不
測
の
損
害
を
被
る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
目
か
ら
そ
れ
を
債
務
者
に
訊
ね
る
ぺ
き
な
の
か
と
い

う
問
題
に
な
る
が
、
憤
樅
者
負
扣
部
分
に
関
係
な
く
各
債
務
者
へ
全
額
の
請
求
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の
割
合
を
知
ら
な
く
と
も
不
都

合
は
な
く
、
目
か
ら
の
椛
利
放
棄
や
椛
利
不
行
使
に
作
な
い
損
害
左
被
る
虚
れ
を
生
じ
し
め
た
場
合
は
、
俄
椛
者
同
身
が
そ
の
割
合

を
調
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
債
務
者
全
員
が
行
方
不
明
で
も
な
い
限
り
、
「
債
権
者
に
と
っ
て
知
り
え
な
い

場
合
」
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
債
務
者
が
虚
偽
の
告
知
を
し
た
こ
と
に
よ
り
債
権
者
が
錯
誤
に
陥
ち
入
り
、
免
除
の
意
思
表
示
を
し

た
場
合
に
は
詐
欺
に
よ
る
意
思
表
示
と
し
て
取
消
権
を
有
し
、
負
担
部
分
の
割
合
の
少
い
債
務
者
だ
と
思
い
込
み
権
利
行
使
を
し
な
か

っ
た
た
め
そ
の
者
に
つ
き
消
滅
時
効
が
完
成
し
た
場
合
は
虚
偽
の
告
知
を
し
た
者
へ
の
不
法
行
為
責
任
の
追
求
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
る

右
の
よ
う
に
解
し
な
け
れ
ば
、
時
効
の
完
成
し
た
債
務
者
の
負
担
部
分
が
平
等
の
割
合
よ
り
少
額
で
あ
る
場
合
に
、
債
務
者
の
方
か

ら
債
権
者
が
不
知
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
平
等
の
割
合
と
扱
う
ぺ
き
だ
と
の
請
求
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
債
権
者
の
不
測
の
損
害

を
防
止
せ
ん
と
し
た
本
来
の
目
的
に
反
す
る
副
作
用
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
時
効
制
度
は
債
権
者
が
自
己
の
債
権
の
存
在
を
忘
却
し

男
ン
。
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た
こ
と
に
よ
り
中
断
手
続
を
し
な
い
場
合
も
時
効
の
完
成
を
認
め
る
か
ら
、
債
権
者
が
負
担
部
分
の
割
合
を
知
ら
な
い
こ
と
や
、
連
帯

債
務
に
お
け
る
時
効
が
絶
対
的
効
力
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
法
知
識
の
有
無
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

ロ
、
負
担
部
分
の
変
更
に
つ
い
て

判
例
は
「
連
帯
債
務
者
間
ノ
負
担
部
分
ハ
、
元
来
連
帯
債
務
者
間
ノ
内
部
関
係
一
一
於
テ
定
メ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
当
初
定
メ
ラ

レ
タ
ル
負
担
部
分
モ
、
債
権
者
ノ
関
与
ヲ
要
セ
ズ
、
連
帯
債
務
者
間
ノ
約
定
ノ
ミ
一
一
依
り
自
由
一
一
之
ガ
変
更
ヲ
為
シ
得
ル
コ
ト
疑
ナ
ク

…
」
（
大
審
院
昭
和
七
年
四
月
一
五
日
判
決
）
と
の
考
え
方
で
あ
る
。

債
務
者
間
に
お
い
て
負
担
部
分
が
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
は
そ
の
旨
の
通
知
を
受
け
な
い
限
り
負
担
部
分
が
自
己
の

認
識
す
る
割
合
と
異
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
知
り
得
な
い
か
ら
、
変
更
に
よ
る
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
必
要
性
さ
え
気
づ
き
得
な

い
点
で
、
免
除
や
時
効
消
滅
の
絶
対
的
効
力
か
ら
の
債
椛
者
の
不
測
の
損
害
は
負
担
部
分
の
変
更
に
お
い
て
問
題
に
な
る
。
そ
の
点
で

判
例
は
配
慮
が
足
り
な
い
が
、
債
権
者
に
損
害
防
止
対
策
を
講
じ
得
る
よ
う
に
す
る
為
な
ら
、
多
数
説
（
我
妻
、
前
掲
書
四
三
二
頁
等
）

の
よ
う
に
債
権
者
へ
負
担
部
分
が
変
更
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
す
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
少
数
説
（
勝
本
、
於
保
説
）
の
よ
う
に
債
権
者
の
承

諾
を
変
更
の
要
件
と
す
る
こ
と
は
、
負
担
部
分
の
変
更
に
か
か
わ
ら
ず
各
債
務
者
に
全
額
の
請
求
が
で
き
る
債
権
者
に
必
要
以
上
の
干

渉
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ｈ
問
題
の
所
在

連
帯
債
務
に
お
け
る
負
担
部
分
の
意
義
に
求
償
関
係
を
ど
う
処
理
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
か
Ｌ
ｍ
麹
ざ
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ

三
、
負
担
部
分
の
意
義
に
つ
い
て
の
諸
説
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。
そ
れ
で
私
も
先
ず
求
償
権
の
成
立
要
件
と
し
て
の
共
同
免
責
の
意
味
を
民
法
四
四
二
条
一
項
の
解
釈
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
て

み
た
い
。
同
条
は
「
連
帯
債
務
者
ノ
ー
人
力
債
務
ヲ
弁
済
シ
其
他
自
己
ノ
出
損
ヲ
以
テ
共
同
ノ
免
責
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
債
務
希
一
一

対
シ
名
目
ノ
負
担
部
分
二
付
キ
求
償
樅
ヲ
有
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
各
債
務
者
が
全
部
義
務
を
負
担
す
る
連
帯
債
務
に
お
い
て

は
、
負
担
部
分
を
超
え
る
弁
済
が
あ
っ
て
始
め
て
共
同
免
責
に
な
る
の
で
は
な
く
、
出
損
が
他
の
債
務
者
の
全
部
義
務
を
減
少
せ
し
め

る
効
力
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
た
と
え
負
担
部
分
以
内
の
も
の
で
あ
っ
て
も
共
同
免
責
で
あ
る
こ
と
に
相
違
い
は
な
い
。
同
条
は
共
同
免

責
さ
え
あ
れ
ば
求
償
関
係
が
成
立
す
る
も
の
と
規
定
す
る
か
否
か
は
、
さ
ら
に
「
其
各
自
ノ
負
担
部
分
ニ
ッ
キ
求
償
権
ヲ
有
ス
」
と
す

る
意
義
を
ど
う
解
す
る
か
に
よ
っ
て
異
る
。
判
例
（
大
審
院
大
正
六
年
五
月
一
一
一
日
判
決
）
や
多
数
説
（
我
妻
、
前
掲
脅
四
三
三
頁
等
）
の
よ
う

に
出
措
額
に
対
す
る
負
担
部
分
と
解
す
る
か
、
少
数
説
の
よ
う
に
債
務
全
額
（
石
田
、
債
稀
総
論
一
○
三
頁
等
）
又
は
出
損
時
に
お
け
る

弁
済
す
べ
き
額
（
勝
本
、
債
瀧
法
概
論
総
論
一
一
五
一
八
頁
）
に
対
す
る
負
担
部
分
と
解
す
る
か
に
説
が
分
か
れ
て
お
り
、
判
例
、
多
数
説
に
よ

れ
ば
共
同
免
責
を
得
る
出
揖
が
あ
れ
ば
そ
の
出
揖
額
に
つ
き
負
担
部
分
の
割
合
で
求
償
関
係
が
成
立
す
る
一
・
」
と
に
な
る
が
、
少
数
説
に

従
え
ば
債
務
全
額
又
は
弁
済
す
べ
き
全
額
に
対
す
る
負
担
部
分
を
超
え
る
出
損
が
あ
っ
て
始
め
て
求
償
権
が
そ
の
超
過
部
分
に
つ
い
て

生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
は
唯
単
に
何
に
対
す
る
負
担
部
分
と
解
す
べ
き
か
の
争
い
で
な
く
、
負
担
部
分
や
求
償
関
係
を
ど
う

理
解
す
る
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

ロ
、
少
数
説
と
そ
の
問
題
点

負
担
部
分
を
文
字
通
り
「
各
債
務
者
の
本
来
弁
済
す
べ
き
部
分
」
（
於
保
、
前
掲
書
一
二
四
頁
は
「
全
部
義
務
が
担
保
責
任
で
あ
り
、
負
担

部
分
が
固
有
義
務
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
）
と
い
う
意
味
に
解
す
れ
ば
、
少
数
税
の
よ
う
に
「
（
本
来
当
然
弁
済
す
べ
き
）
自
己
の
負
担

部
分
以
内
の
出
捕
雇
）
他
人
の
債
務
の
た
め
の
出
指
に
な
ら
ず
、
従
っ
て
求
償
権
は
発
生
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ

る
」
（
石
田
、
前
掲
響
一
○
三
頁
に
カ
ッ
コ
内
は
説
明
上
筆
者
加
躯
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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少
数
説
の
そ
の
他
の
根
拠
と
し
て
は
、
保
証
の
連
帯
に
お
け
る
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
の
成
立
要
件
と
し
て
民
法
川
六
五
条
一
項

に
「
…
…
自
己
ノ
負
担
部
分
ヲ
超
ユ
ル
額
ヲ
弁
済
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
…
」
と
あ
る
こ
と
や
、
求
償
関
係
を
簡
略
な
ら
し
め
る
こ
と
（
勝

本
、
債
権
総
論
中
仙
一
八
八
頁
）
を
あ
げ
て
い
る
。

多
少
余
談
に
な
る
が
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
の
性
質
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ば
出
指
を
し
た
保
証
人
の
主
債
務
者
か
ら
の
求
償

が
主
債
務
者
の
無
資
力
な
こ
と
等
で
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
保
証
人
の
み
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
共
同
保
証
人
間
の
公
平
を
は

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
保
証
の
連
帯
で
あ
っ
て
も
主
俄
務
考
と
述
帯
す
る
も
の
で
駒
な
い
な
ら
、
共
同
保
証
人
間
の
求
償
樅
は
主
伎
務
者

へ
の
求
償
権
に
補
充
性
を
も
つ
二
次
的
な
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
共
同
保
証
人
の
一
人
が
憤
椛
者
の
請
求
に

対
し
催
告
、
検
索
し
抗
弁
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が
他
の
債
務
者
も
そ
れ
等
の
抗
弁
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
扱
か
わ
れ
、
債
椛
者

に
対
し
て
さ
え
有
し
て
い
た
抗
弁
権
を
そ
の
法
定
代
位
者
で
あ
る
求
償
権
者
に
対
し
て
は
失
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
「
弁
済
に
よ

る
代
位
」
制
度
の
趣
旨
に
返
し
た
不
合
理
な
結
果
と
な
る
。
判
例
（
大
審
院
大
正
元
年
一
○
月
二
二
日
判
決
）
は
、
共
同
保
証
人
が
主
債
務

者
と
各
々
連
帯
す
る
事
例
に
つ
い
て
、
主
債
務
者
へ
の
求
償
権
と
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
と
を
請
求
権
競
合
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
述
帯
保
証
人
は
債
椛
の
効
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
保
証
人
と
し
て
元
来
有
し
て
い
た
補
充
性
の
利
益
を
債
権
者
だ
け
の

利
益
の
た
め
に
放
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
様
な
地
位
に
立
つ
共
同
保
証
人
間
の
求
樅
関
係
に
お
い
て
も
主
債
務
者
と
連
帯
す

る
こ
と
に
な
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
主
債
務
者
と
連
帯
し
て
求
償
に
応
ず
べ
き
義
務
を
認
め
た
に
し
て
も
（
弁
済
に
よ
る
代
位
の

制
度
等
か
ら
）
、
民
法
四
六
五
条
に
よ
っ
て
民
法
四
四
二
条
一
項
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
保
証
人
間
の
求
償
の
問
題
に
関
す
る
限
り
に

お
い
て
は
、
共
同
保
証
人
が
主
債
務
者
と
連
帯
す
る
結
果
と
し
て
保
証
人
間
も
連
帯
と
な
る
場
合
も
含
め
て
差
支
え
な
い
と
思
う
）
、
保
証
人
間
の
求

償
権
は
負
担
部
分
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
り
、
債
務
（
求
償
の
）
全
額
を
主
債
務
者
と
連
帯
す
る
も
の
で
な
い
。

右
の
よ
う
に
、
共
同
保
証
人
間
の
求
償
関
係
を
主
債
務
者
へ
の
求
償
樅
に
対
し
二
次
的
な
問
題
と
解
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
内
部
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関
係
に
お
い
て
負
担
部
分
（
特
約
や
受
益
の
割
合
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
通
常
は
平
等
の
割
合
で
あ
ろ
う
）
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る

限
り
、
共
同
保
証
人
間
の
次
元
に
お
け
る
求
償
関
係
を
連
帯
債
務
者
間
の
も
の
と
取
扱
上
の
区
別
す
べ
き
根
拠
は
見
当
ら
な
い
。

次
に
求
償
関
係
の
簡
略
化
と
い
う
根
拠
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
問
題
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
簡
略
化
し
な
い
こ

と
が
被
る
理
由
の
な
い
不
当
な
不
利
益
を
誰
に
被
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
債
務
を
何

回
に
も
分
け
て
一
部
ず
つ
を
弁
済
し
そ
の
都
度
求
償
請
求
す
る
こ
と
は
、
他
の
債
務
者
に
と
っ
て
煩
雑
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

目
か
ら
債
務
者
と
し
て
の
弁
済
の
努
力
を
し
て
な
い
者
に
小
刻
み
の
求
償
請
求
を
す
る
弁
済
者
へ
不
満
を
述
べ
る
資
格
は
な
い
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
簡
略
化
は
不
要
で
あ
る
。
私
が
求
償
関
係
の
簡
略
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
は
、
た
と
え
少
数
説
に
従
っ
て
負

担
部
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
求
償
に
応
じ
た
債
務
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
残
債
務
全
額
を
も
弁
済
さ
せ
ら
れ
た
結
果

そ
の
者
だ
け
が
負
担
部
分
を
超
え
る
出
揖
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
求
償
関
係
の
清
算
の
や
り
直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、

残
債
務
が
存
在
す
る
限
り
、
各
債
務
者
が
そ
れ
を
債
権
者
へ
弁
済
す
る
為
の
資
金
の
準
備
も
必
要
で
あ
り
、
や
り
直
し
の
可
能
性
の
あ

る
求
償
請
求
に
対
し
て
は
求
償
関
係
の
簡
略
化
の
為
に
も
拒
絶
す
る
利
益
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
で
あ
る
。

判
例
・
多
数
説
は
求
償
関
係
に
お
け
る
債
務
者
間
の
公
平
を
重
視
す
る
よ
う
だ
が
、
求
償
関
係
が
「
公
平
」
だ
け
か
ら
発
生
す
る

と
は
言
っ
て
な
い
し
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
当
然
予
定
さ
れ
た
負
担
部
分
の
存
在
が
求
償
権
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
（
我

妻
、
前
掲
書
四
三
一
頁
）
。
そ
れ
に
も
か
Ｌ
わ
ら
ず
、
判
例
・
多
数
説
は
前
述
し
た
と
お
り
共
同
免
責
を
得
る
出
指
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば

（
負
担
部
分
に
か
』
わ
ら
ず
）
求
償
権
が
発
生
し
、
負
担
部
分
を
唯
求
償
関
係
の
公
平
な
処
理
の
た
め
の
基
準
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
，
一
般
的
に
「
求
償
権
」
と
は
、
法
の
要
求
す
る
法
律
関
係
の
形
式
的
処
理
が
実
質
的
に
不
公
平
な
結
果
を
伴
う
場
合
に
、
法
は
同

時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
当
利
得
を
損
失
者
へ
返
還
せ
し
め
る
為
に
認
め
る
も
の
と
解
し
得
る
（
民
法
二
四
八
条
等
）
な
ら
、
一
債

務
者
が
負
担
部
分
以
内
の
出
揖
を
す
る
こ
と
に
何
等
不
当
な
損
失
も
な
い
か
ら
、
求
償
権
は
生
じ
な
い
と
言
え
よ
う
。
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不
当
利
得
と
連
帯
債
務
者
間
の
求
償
関
係
と
の
相
違
点
は
、
後
者
に
お
け
る
利
得
は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
（
予
想
と
い
う
よ
り

少
々
強
い
意
味
で
）
も
の
で
あ
り
、
返
還
の
際
は
そ
れ
に
法
定
利
息
を
付
す
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
前
者
に
お
け
る
利
得
は
む
し

ろ
偶
然
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
善
意
の
利
得
者
は
現
存
利
益
の
返
還
で
足
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。
後

者
が
利
得
す
る
理
由
の
な
い
利
益
を
損
失
者
へ
返
還
す
る
実
質
に
お
い
て
不
当
利
得
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
債
務
者
間
の
内
部
関

係
に
関
す
る
限
り
、
求
償
関
係
を
連
帯
債
務
の
性
質
か
ら
説
明
す
る
立
場
に
反
す
る
も
の
と
思
え
な
い
。

一
債
務
者
が
負
担
部
分
以
内
の
出
揖
を
し
た
後
に
お
い
て
残
債
務
が
免
除
や
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
の
不

利
益
は
債
権
者
に
こ
そ
あ
れ
、
負
担
部
分
の
出
禍
を
し
た
者
に
特
に
不
利
益
と
言
え
る
も
の
は
な
い
か
ら
、
債
務
を
免
か
れ
た
他
の
債

務
者
が
そ
の
利
得
を
Ⅲ
拙
者
に
も
公
平
に
分
与
す
る
義
務
は
不
当
利
得
制
度
か
ら
も
時
効
や
免
除
か
ら
も
出
て
こ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

意
味
に
お
い
て
は
少
数
税
が
正
当
で
あ
る
と
一
高
え
る
が
、
次
の
場
合
の
よ
う
な
問
腿
も
残
る
。

一
悩
務
者
が
廉
価
な
財
物
に
よ
る
有
利
な
代
物
弁
済
を
し
た
場
合
や
一
部
の
免
除
を
受
け
て
残
額
を
弁
済
し
た
場
合
、
一
部
が
時
効

消
滅
し
た
後
に
残
額
を
一
債
務
者
が
弁
済
し
た
場
合
等
で
あ
る
。
こ
の
場
合
負
担
部
分
を
当
初
の
悩
務
全
額
に
対
す
る
割
合
と
解
せ
ば

不
公
平
な
結
采
に
な
る
が
、
勝
本
説
の
よ
う
に
負
担
部
分
を
．
憤
務
者
が
現
に
弁
済
を
為
す
際
に
お
け
る
負
担
部
分
」
と
解
す
れ
ば

解
決
す
る
。
そ
れ
で
も
一
部
を
弁
済
し
た
後
に
我
額
に
つ
き
免
除
や
時
効
消
滅
（
権
利
行
使
を
し
な
か
っ
た
意
味
で
免
除
に
通
ず
る
と
こ
ろ
も

あ
る
）
が
あ
っ
た
場
合
に
、
債
権
者
が
免
除
し
た
こ
と
や
権
利
行
使
し
な
か
っ
た
の
は
一
部
の
弁
済
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
な

ら
、
そ
の
利
益
を
一
部
の
弁
済
を
し
た
者
に
も
分
与
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
免
除
の
場
合
に
債
権
者
が
誰
の
利
益
の
た
め
に
そ
れ
を
す

る
の
だ
と
い
う
明
確
な
意
思
が
表
示
さ
れ
て
お
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
少
数
説
か
ら
は
そ
の
公
平
を
は
か
る
為
の

求
償
権
は
発
生
し
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
で
は
、
判
例
・
多
数
説
は
債
務
者
間
の
不
公
平
な
分
担
と
な
る
結
果
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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口
、
判
例
・
多
数
説
と
そ
。
問
題
点

判
例
は
負
担
部
分
を
「
債
務
額
ノ
全
部
ヲ
通
ジ
テ
存
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
債
務
ノ
ー
部
中
ニ
モ
各
自
ノ
負
担
一
一
属
ス
ル
部
分
ノ
存
ス

ル
ハ
当
然
ナ
リ
」
（
大
審
院
大
正
六
年
五
月
三
日
判
決
）
と
解
し
、
債
務
全
額
に
対
す
る
負
担
部
分
以
内
の
出
指
を
し
た
者
に
も
求
償
権

を
認
め
て
い
る
。
判
例
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
見
解
を
突
詰
め
て
考
え
る
と
、
負
担
部
分
は
債
務
額
を
一
般
社
会
通
念
上
可
能
な
限

り
分
割
し
た
各
部
分
に
つ
き
さ
ら
に
分
数
的
割
合
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
判
例
に
よ
れ
と
、
一
円
で
も
出

揖
が
あ
れ
ば
そ
の
一
円
に
つ
い
て
の
求
償
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

負
担
部
分
を
消
極
財
産
の
共
有
に
お
け
る
持
分
と
考
え
た
場
合
に
、
共
有
に
お
け
る
持
分
権
を
各
々
一
個
の
所
有
権
と
し
各
所
有
権

が
一
定
の
割
合
で
制
限
し
合
っ
て
い
る
と
考
え
る
我
妻
説
等
で
も
、
分
割
前
の
共
有
関
係
に
お
け
る
使
用
、
収
益
、
管
理
等
に
つ
い
て

そ
の
よ
う
に
解
し
た
方
が
説
明
に
適
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
分
割
を
当
然
の
終
結
過
程
と
す
る
共
有
が
潜
在
的
に
は
所
有
権
の

量
的
分
有
で
あ
る
こ
と
ま
で
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
説
に
よ
る
に
し
て
も
、
分
割
前
の
持
分
権
は
目
的
物
の
中

に
各
々
の
専
用
部
分
を
有
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
持
分
権
は
共
有
物
全
体
を
通
じ
て
分
数
的
割
合
と
し
て
の
分
散
し
た
対
象
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
判
例
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
一
致
す
る
。
少
数
説
も
一
部
の
出
指
あ
る
ま
で
の
負
担

部
分
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
共
有
に
お
け
る
分
割
に
あ
た
る
と
こ
ろ
の
負
担

部
分
の
集
計
が
何
時
行
な
わ
れ
る
と
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

判
例
は
出
指
部
分
に
も
残
債
務
に
も
各
々
同
じ
割
合
の
負
担
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
、
一
部
の
弁
済
の
段
階
に
お
い
て
は
未
だ

各
債
務
者
の
負
担
部
分
の
集
計
を
行
な
わ
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
一
債
務
者
が
負
担
部
分
相
当
額

の
出
損
を
し
て
も
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
そ
の
者
の
本
来
の
実
質
的
債
務
額
に
一
致
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
出
指
は
全
債
務
者
の
負
担

部
分
を
も
包
含
し
た
債
務
の
一
部
を
弁
済
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
揖
者
の
負
担
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部
分
が
未
だ
残
債
務
の
中
に
も
残
っ
て
い
る
か
ら
残
額
を
も
弁
済
す
る
義
務
が
あ
る
等
と
、
い
か
に
も
連
帯
債
務
の
性
質
の
説
明
に
適

す
る
か
の
如
く
見
え
る
。
し
か
し
、
連
帯
債
務
は
各
債
務
者
が
負
担
部
分
を
超
え
て
全
部
義
務
を
負
っ
て
い
る
点
に
意
義
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
説
明
は
不
要
で
あ
る
。

そ
の
判
例
の
考
え
方
は
、
一
債
務
者
に
よ
る
一
部
の
出
揖
を
常
に
全
債
務
者
の
負
担
部
分
を
含
ん
だ
債
務
の
一
部
分
の
出
揖
と
し
て

扱
う
結
果
、
一
部
の
出
損
者
が
債
権
者
の
同
意
を
得
て
自
己
の
負
担
部
分
の
方
か
ら
充
当
す
る
可
能
性
さ
え
も
認
め
な
い
こ
と
に
な

る
。
連
帯
債
務
者
が
自
己
の
負
担
部
分
さ
え
出
揖
を
す
れ
ば
残
請
を
請
求
し
な
い
と
の
連
帯
の
免
除
も
同
様
に
認
め
る
余
地
が
な
く
な

り
、
連
帯
債
務
者
の
出
揖
に
つ
い
て
契
約
自
由
の
原
則
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
不
都
合
が
あ
る
。

判
例
の
見
解
を
採
っ
て
も
、
負
担
部
分
の
集
計
が
な
け
れ
ば
求
償
関
係
も
確
定
し
得
な
い
か
ら
、
お
そ
く
と
も
求
償
の
段
階
ま
で
に

そ
れ
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
判
例
に
お
け
る
負
担
部
分
の
集
計
は
、
出
指
の
都
度
に
そ
の
出
指
額
に
つ
い
て
為
さ
れ
た
扱

い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
少
数
説
は
必
ず
し
も
意
識
的
に
結
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
特
に
債
権
者
と
の
合
意
が
な

い
場
合
も
、
一
債
務
者
が
一
部
の
出
措
を
す
る
と
き
は
自
己
の
負
担
部
分
か
ら
先
に
充
当
す
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
扱
っ
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
全
部
義
務
に
は
何
の
影
響
も
な
く
、
唯
債
務
者
間
の
求
償
関
係

に
お
い
て
の
み
意
味
が
あ
る
か
ら
、
一
部
の
出
指
者
が
そ
の
出
揖
部
分
を
自
己
の
負
担
部
分
か
ら
先
に
充
当
す
る
こ
と
に
つ
き
債
権
者

の
承
諾
も
不
要
で
あ
る
。
一
般
の
常
識
か
ら
考
え
て
も
、
各
債
務
者
の
出
揖
は
各
々
の
負
担
部
分
か
ら
先
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
○
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
何
等
債
権
者
の
権
利
を
害
し
な
い
ば
か
り
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
判
例
、
多
数
説
よ

り
債
権
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
む
し
ろ
判
例
の
よ
う
に
出
揖
部
分
に
も
各
債
務
者
の
負
担
部
分
が
所
定
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る

と
解
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
求
償
関
係
が
生
ず
る
と
考
え
る
こ
と
の
方
が
技
巧
的
過
ぎ
て
不
自
然
で
あ
る
。
既
に
残
債
務
が
履
行
期
に

あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
出
措
部
分
に
つ
い
て
の
求
償
関
係
を
処
理
す
る
た
め
に
、
残
債
務
か
二
属
遅
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
債
権
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負
担
部
分
を
債
務
額
と
せ
ず
一
定
の
割
合
で
あ
る
と
す
る
我
著
説
（
前
掲
書
四
一
一
一
四
頁
）
を
考
察
し
て
み
る
と
、
先
ず
そ
こ
で
い
う
一

定
の
割
合
と
は
何
に
対
す
る
も
の
が
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
債
務
額
に
対
す
る
割
合
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
少
数
説

と
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
我
妻
説
は
、
求
償
関
係
に
お
け
る
公
平
を
重
視
す
る
点
で
判
例
と
軌
を
一
に
す
る
か
ら
、
負
担
部
分
を
出
揖

の
次
元
に
お
け
る
弁
済
す
べ
き
債
務
額
に
対
す
る
も
の
と
せ
ず
、
僅
か
で
も
出
指
が
あ
れ
ば
そ
の
部
分
に
つ
き
求
償
権
が
発
生
す
る
〉
」

と
を
前
提
と
し
て
、
出
揖
額
に
対
す
る
割
合
と
す
る
こ
と
か
ら
判
例
と
同
一
の
結
果
に
な
る
。
各
債
務
者
が
全
部
義
務
を
負
う
連
帯
偵

務
に
お
い
て
、
負
担
部
分
は
債
権
者
の
請
求
権
に
対
抗
す
る
意
味
を
持
た
な
い
か
ら
、
負
担
部
分
陰
求
償
関
係
の
次
元
に
お
い
て
始
め

て
顕
在
化
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
潜
在
的
で
あ
る
に
せ
よ
出
損
の
次
元
に
お
い
て
、
各
債
務
者
が
実

質
的
に
弁
済
す
ぺ
き
債
務
と
し
て
の
負
担
部
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
求
償
権
が
成
立
す
る
こ
と
を
見
過
し
て
は
な
。
◎

な
い
。

者
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
債
務
者
間
に
お
い
て
も
各
自
が
残
債
務
を
出
指
す
る
可
能
性
が
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
求
償
に
応
ず

る
よ
り
も
残
額
の
弁
済
資
金
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
又
残
債
務
を
弁
済
し
遅
延
利
息
の
増
加
を
止
め
る
方
が
、
求
償
の
法
定
利
息

の
増
加
よ
り
有
利
で
も
あ
る
。
右
の
よ
う
な
点
か
ら
は
求
償
権
の
成
立
要
件
を
厳
し
く
す
る
少
数
説
の
方
が
問
題
は
少
く
、
特
に
悪
い

副
作
用
の
多
い
点
で
判
例
は
そ
の
長
所
た
る
残
債
務
が
免
除
や
時
効
消
滅
あ
っ
た
場
合
の
債
務
者
間
の
公
平
を
差
引
い
て
も
勝
本
説
に

劣
る
と
言
え
よ
う
。

債
権
者
は
元
来
求
償
関
係
に
何
等
利
害
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
債
務
者
間
の
求
償
権
の
発
生
や
行
使
は
残
債
務
の
存
在

四
、
残
債
務
の
存
在
か
ら
の
求
償
関
係
へ
の
影
響
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一
部
の
代
位
に
つ
い
て
規
定
す
る
民
法
五
○
二
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
、
判
例
（
大
審
院
昭
和
六
年
四
月
七
日
判
決
）
や
多
数
説
は
債

権
者
が
代
位
者
に
優
先
す
る
こ
と
蓼
認
め
な
い
。
恩
恵
的
に
債
権
者
の
承
諾
に
よ
っ
て
代
位
さ
せ
て
も
ら
う
任
意
代
位
者
が
債
権
者
と

対
等
に
権
利
茜
行
使
し
得
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
せ
っ
か
く
求
償
権
に
認
め
ら
れ
た
債
権
者
の
権
利
行
使
に
便
乗
す
る
道
が
債
権
者
の
不

承
諾
に
よ
っ
て
闇
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
法
定
代
位
に
つ
い
て
考
え
て
も
、
残
債
務
に
つ
い
て
債
務
着
の
地
位
に
あ
る
連
帯
債
務

者
や
保
証
人
・
債
務
が
完
済
さ
れ
な
け
れ
ば
自
己
の
特
定
の
財
産
に
執
行
さ
れ
る
点
で
主
債
務
よ
り
責
任
の
重
い
物
上
保
証
人
や
担
保

不
動
産
の
第
三
取
得
着
筆
の
求
償
権
も
、
本
来
な
ら
債
権
者
が
完
全
な
満
足
を
得
た
後
に
別
個
の
手
続
に
よ
っ
て
求
償
権
者
の
固
有
の

権
利
を
行
使
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
れ
等
の
者
に
よ
る
弁
済
を
奨
励
し
債
権
者
に
満
足
を
得
易
す
ぐ
す
る
為
に
、
そ
の
求
償
権
者
に
債

権
者
が
有
す
る
担
保
権
等
の
移
転
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
り
、
一
部
の
代
位
の
場
合
も
便
宜
的
に
債
権
者
の
権
利
行
使
の
手
続
に

便
乗
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
債
権
者
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
求
償
樵
と
い
う
二
次
的
樅

あ
る
。

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
い
判
例
や
学
説
が
負
担
部
分
や
求
償
権
の
問
題
を
単
な
る
債
務
者
の
内
部
関
係
か
ら
債
権

者
と
利
害
関
係
の
あ
る
対
外
的
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

｜
債
務
者
の
一
部
の
出
指
に
よ
っ
て
求
償
権
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
債
権
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
か
ら
、
残
債

務
の
遅
滞
に
関
係
な
く
求
償
権
の
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
求
償
関
係
の
当
事
者
で
な
い
債
権
者
は
自
己
の
権
利
を
優
先
さ
せ
る

為
に
そ
れ
に
介
入
す
る
手
段
等
も
そ
の
機
会
も
与
え
ら
れ
て
な
い
二
部
の
代
位
に
よ
っ
て
債
務
者
と
共
に
求
償
権
を
行
使
す
る
場
合
を
除

き
）
。
そ
こ
で
債
権
者
が
遅
滞
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
完
全
な
満
足
が

得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
し
か
も
遅
滞
の
間
に
全
債
務
者
が
無
資
力
に
な
れ
ば
そ
の
賠
償
請
求
権
さ
え
も
画
餅
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
債

務
者
間
の
こ
と
に
限
っ
て
考
え
て
も
、
残
債
務
の
存
在
と
の
関
連
で
一
部
の
出
揖
に
よ
る
求
償
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
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償
権
者
に
完
全
な
満
足
を
与
え
る
こ
と
を
債
務
者
間
の
第
一
の
共
同
目
的
と
す
る
連
帯
憤
務
に
お
い
て
は
、
価
権
者
へ
の
完
済
が
求

償
関
係
の
処
理
等
よ
り
優
先
し
て
為
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
り
、
債
権
の
効
力
強
化
の
為
に
可
分
給
付
を
人
為
的
に
不
可
分
の
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
る
趣
旨
は
、
債
務
者
間
に
お
い
て
も
債
権
者
に
対
す
る
残
債
務
が
消
滅
す
る
ま
で
そ
の
不
可
分
性
を
貫
き
、
債
権
者
が
完
全
な

満
足
を
得
る
か
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ
っ
て
残
償
務
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
枇
関
係
が
成
立
す
る
と
解
す
る
こ
と
に
よ
ら
な
け

れ
ば
貫
徹
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。
右
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
数
説
の
解
決
し
得
な
か
っ
た
一
部
弁
済
後
の
免
除
や
時
効

利
が
一
次
的
権
者
と
対
等
の
権
利
に
昇
格
す
る
は
ず
は
な
い
。
も
し
か
り
に
そ
れ
を
認
め
た
に
し
て
も
、
．
そ
れ
に
よ
っ
て
完
全
な
満
足

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
償
権
者
は
そ
れ
等
の
者
へ
の
債
権
者
た
る
地
位
に
お
い
て
権
利
行
使
が
で
き
る
か
ら
、
始
め
か
ら
優

先
さ
せ
る
方
が
手
間
が
省
け
る
。
連
帯
債
務
の
不
可
分
性
か
ら
債
権
者
に
は
分
割
払
い
に
対
す
る
受
領
拒
絶
権
あ
る
こ
と
も
後
述
す
る

が
、
債
権
者
の
承
諾
を
得
て
始
め
て
一
部
の
弁
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
債
権
者
と
対
等
に
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る

こ
と
は
任
意
代
位
と
同
様
で
あ
る
。

一
部
の
代
位
を
す
る
債
務
者
が
債
権
者
と
共
に
権
利
を
行
使
す
る
場
合
の
債
権
者
優
先
の
理
論
構
成
が
で
き
て
も
、
一
部
の
出
揖
を

し
た
債
務
者
が
弁
済
に
よ
る
代
位
の
保
護
を
受
け
ず
に
求
償
権
者
と
し
て
の
固
有
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
、
そ
れ
に
対
し
債
権
者

の
椛
利
を
優
先
す
る
為
の
法
律
上
又
は
事
実
上
の
手
段
が
あ
る
か
も
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
債
務
者
の
一
部
の
出
揖
に
よ
っ
て
求
償
関
係
が
成
立
す
る
と
解
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
求
償
権
者
が
固
有
の
求
償
権
を
行
使
せ
ん

と
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
債
権
者
の
同
懲
を
得
る
こ
と
も
債
権
者
へ
通
知
す
る
こ
と
も
要
し
な
い
か
ら
、
債
権
者
が

偶
然
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
も
殆
ん
ど
期
待
で
き
ず
、
憤
樅
者
に
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
求
償
権
が

一
段
と
厚
く
保
謹
さ
れ
る
代
位
者
に
対
し
て
さ
え
優
先
す
る
は
ず
の
債
権
者
が
、
固
有
の
求
償
権
の
行
使
に
対
し
て
は
手
も
足
も
出
せ

な
い
結
果
に
な
る
。
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Ｈ
、
主
観
的
共
同
目
的
の
意
義

連
帯
償
務
の
意
義
に
つ
い
て
通
説
は
、
「
巡
帯
偵
務
と
は
、
数
人
の
憤
務
者
が
同
一
内
容
の
可
分
給
付
に
つ
き
各
々
独
立
し
て
全
部
の

給
付
を
な
す
べ
き
債
務
を
負
担
し
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
一
人
ま
た
は
数
人
が
一
個
の
全
部
の
給
付
を
す
れ
ば
総
債
務
者
の
債
務
が
消

滅
す
る
多
数
当
事
者
の
債
務
で
あ
る
」
（
於
保
、
前
掲
書
一
九
七
頁
）
と
し
、
撹
務
者
の
数
だ
け
の
複
数
の
債
務
が
存
在
し
な
が
ら
、
債

務
者
の
一
人
ま
た
は
数
人
の
一
個
の
全
部
給
付
が
あ
れ
ば
全
債
務
者
の
各
々
の
償
務
が
荊
滅
す
る
根
拠
は
「
各
債
務
者
の
俄
務
は
、
各

々
独
立
の
目
的
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的
に
単
一
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
於
保
、
前
掲

曇
一
九
九
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
言
う
「
客
観
的
単
一
目
的
」
と
は
「
債
権
者
に
一
個
の
満
足
を
与
え
る
」
（
於
保
、
前
掲
書
二
○
五

頁
）
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
、
一
般
に
一
債
務
者
に
つ
い
て
生
じ
た
債
椛
者
の
満
足
を
伴
な
わ
な
い
事
由
が
絶
対

的
効
力
を
生
ず
る
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
各
債
務
者
の
債
務
の
主
観
的
共
同
目
的
に
よ
る
関
連
性
」
に
お
け
る
「
主
観
的
共

消
滅
の
場
合
の
債
務
者
間
の
公
平
を
は
か
る
問
題
も
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

債
務
が
完
済
さ
れ
て
始
め
て
辿
帯
伎
務
者
間
に
求
佼
関
係
は
成
立
す
る
と
い
う
私
見
や
、
負
担
部
分
を
超
え
る
出
揖
に
よ
っ
て
求
俄

権
は
成
立
す
る
と
解
す
る
説
に
よ
れ
ば
、
各
々
の
要
件
に
充
た
な
い
出
指
に
よ
る
求
償
権
の
行
使
は
事
前
行
使
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
連
帯
債
務
に
お
け
る
求
償
権
の
事
前
行
使
の
可
否
の
問
題
の
結
論
が
求
償
権
と
残
債
務
と
の
関
係
問
題
に
も
関
連
を
も

つ
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
後
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
結
論
が
残
憤
務
と
求
倣
関
係
の
問
題
と
か
出
わ
り
を
持
つ
範
囲
で
こ
ｈ
に

お
け
る
結
論
も
保
留
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

五
、
主
観
的
共
同
関
係
の
概
念
と
求
償
関
係
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同
目
的
」
と
の
異
同
を
考
え
て
み
た
い
。
債
務
者
間
の
共
通
の
目
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
債
樅
者
へ
一
個
の
満
足
を
与
え
る
」
こ
と
が

あ
れ
ば
、
連
帯
債
務
は
目
的
を
達
し
各
債
務
が
消
滅
す
る
こ
と
見
る
と
、
債
権
者
へ
満
足
を
与
え
る
行
為
が
絶
対
的
効
力
発
生
事
由
の

中
核
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
推
測
の
検
証
と
し
て
「
債
権
者
に
一
個
の
満
足
を
与
え
る
目
的
」
か
ら
債
権
者
の
満
足
を
伴
な

わ
な
い
と
こ
ろ
の
絶
対
的
効
力
発
生
事
由
を
考
察
し
て
み
る
と
、
そ
れ
等
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
一
個
の
給
付
を
債
権
者
に
与
え
る
こ

と
が
不
要
に
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
た
り
、
不
要
で
な
い
に
し
て
も
完
全
な
給
付
を
与
え
る
こ
と
が
債
権
者
に
不
当
利
得
返
還
義
務
を
生

ず
る
場
合
（
民
法
四
一
一
一
五
条
乃
至
四
一
一
一
九
条
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
償
権
者
に
一
個
の
満
足
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
債
権
者
が
不
当
利
得

と
し
て
返
還
す
べ
き
も
の
と
な
る
部
分
に
つ
き
絶
対
的
効
力
を
認
め
た
も
の
と
解
し
得
る
。

一
債
務
者
へ
の
請
求
に
絶
対
的
効
力
を
認
め
た
こ
と
（
民
法
四
三
四
条
）
は
、
誠
求
を
受
け
た
俄
務
者
が
他
の
債
務
者
へ
請
求
さ
れ
た

こ
と
を
通
知
す
る
義
務
も
負
わ
な
い
し
、
他
の
債
務
者
が
請
求
の
あ
っ
た
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
を
絶
対
的
効
力
発
生
の
要
件
と
し
な

い
点
に
お
い
て
、
自
己
責
任
の
原
則
に
対
し
例
外
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
保
証
債
務
の
範
囲
に
本
来
の
給
付
の
拡
大
と
し
て
遅
延
利

息
も
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
連
帯
憤
務
者
は
悩
椛
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
全
額
に
つ
き
主
債
務
者
で
あ
る
と
同
時
に
保
証
人

的
存
在
で
あ
る
と
解
し
得
る
か
ら
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

債
権
者
の
満
足
を
伴
な
わ
な
い
事
由
の
絶
対
的
効
力
を
殆
ん
ど
「
債
権
者
に
一
個
の
満
足
を
与
え
る
」
と
い
う
債
務
者
間
の
客
観
的

単
一
目
的
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
、
「
主
観
的
共
同
日
的
」
の
概
念
は
完
全
に
そ
れ
に
よ
っ
て
被
い
尽
さ
れ
独
自
の
存

在
意
義
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
「
主
観
的
共
同
目
的
」
の
内
容
は
「
債
権

者
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
」
に
限
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

主
観
的
共
同
目
的
の
意
義
に
つ
い
て
の
示
唆
に
富
ん
だ
理
論
は
、
「
連
帯
債
務
者
の
相
互
関
係
は
、
各
自
が
自
己
の
負
担
部
分
に
つ

い
て
は
主
債
務
者
の
地
位
に
た
ち
、
他
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
保
証
人
の
地
位
に
た
つ
と
い
う
実
質
が
あ
る
…
…
」
（
山
中
、
石
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田還歴記念論文集「私法上の諸問題⑪民法」一一一七六頁「連帯債務の素質」から）とする「相互保証関係説」である。連帯債
務
者
が
相
互
に
保
証
人
に
な
り
合
っ
て
い
る
実
質
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
連
帯
債
務
者
は
実
質
的
に
他
人
の
債

務
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い
て
本
来
保
証
人
と
し
て
有
す
る
は
ず
の
補
充
性
や
附
従
性
を
放
棄
し
、
全
債
務
者
が
一
丸
と
な
っ
て
債
権
の

効
力
強
化
の
為
に
工
畳
的
債
務
と
し
て
結
集
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
か
ら
、
連
帯
債
務
の
相
互
保
証
的
性
質
は
、
債
権
者
へ
の
出
掲
の

次
元
に
お
い
て
は
働
か
ず
、
債
務
者
間
の
求
償
関
係
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
。

各
債
務
者
が
補
充
性
や
附
従
性
を
放
棄
す
る
型
態
と
し
て
の
「
相
互
保
証
関
係
」
は
債
権
者
に
満
足
を
得
易
す
ぐ
す
る
為
の
も
の
で

あ
る
こ
と
に
間
進
な
い
が
、
そ
の
「
机
互
保
証
関
係
」
に
あ
る
悩
務
者
間
の
共
同
目
的
が
唯
債
椛
者
の
み
の
利
益
を
は
か
る
だ
け
な

ら
、
「
主
観
的
共
同
目
的
を
も
っ
て
の
緊
密
な
関
係
」
（
我
妻
、
前
掲
響
四
一
○
頁
）
と
し
て
は
物
足
り
な
い
気
が
す
る
。
右
の
鋼
熊
の

相
互
保
証
に
よ
っ
て
債
権
の
効
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
債
椛
者
と
し
て
各
債
権
者
へ
各
々
の
負
担
部
分
だ
け
を
個
別
的
に
貸
付
け
る

場
合
よ
り
取
り
立
て
が
確
実
に
な
る
か
ら
、
そ
の
形
式
に
よ
る
借
入
の
申
込
に
な
ら
債
椛
者
も
比
較
的
簡
単
に
応
ず
る
だ
ろ
う
。
そ
の

こ
と
を
債
務
者
の
側
か
ら
考
え
れ
ば
、
連
帯
債
務
と
い
う
形
式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
の
金
融
の
機
会
を
得
る
点
で
利
益
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
私
は
述
務
債
務
に
お
け
る
「
相
互
保
証
関
係
」
や
「
主
観
的
共
同
目
的
」
を
右
の
よ
う
な
意
味
で
理
解
す
る
。

重
畳
的
債
務
引
受
に
よ
っ
て
他
の
債
務
者
が
知
ら
な
い
間
に
連
帯
債
務
者
に
な
っ
た
者
と
の
間
に
「
主
観
的
共
同
目
的
」
は
存
在
し

な
い
と
か
、
そ
の
者
に
対
し
民
法
四
四
三
条
の
求
償
の
要
件
と
し
て
の
通
知
を
す
る
義
務
を
そ
の
者
の
存
在
を
知
ら
な
い
債
務
者
に
負

わ
せ
る
こ
と
は
酷
だ
と
い
っ
た
懸
念
（
山
中
、
前
掲
轡
三
七
五
頁
）
淵
あ
る
が
、
求
償
の
要
件
と
し
て
の
通
知
の
問
題
は
債
椛
の
効
力
強

化
と
無
関
係
の
債
務
者
間
の
内
部
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
重
畳
的
債
務
引
受
人
を
そ
の
実
質
か
ら
債
務
者
間
に
お

い
て
は
保
証
人
と
し
て
扱
っ
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。

負
担
部
分
が
零
で
あ
る
連
帯
債
務
は
連
帯
債
務
関
係
か
ら
直
接
的
に
は
何
の
利
益
も
受
け
な
い
し
、
そ
の
者
は
他
人
の
債
務
を
保
征
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連
帯
債
務
者
間
の
相
互
保
証
的
性
質
は
、
債
権
者
と
の
利
害
関
係
が
生
じ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
求
償
の
次
元
で
顕
在
化
す
る
と
前

述
し
た
・
連
帯
債
務
者
の
保
証
人
的
側
面
だ
け
を
見
れ
ば
、
各
自
の
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
の
弁
済
に
際
し
て
、
そ
の
部
分
の
主
債

務
者
に
あ
た
る
者
へ
事
前
の
通
知
を
す
ぺ
き
こ
と
は
よ
り
顕
著
に
な
る
。
反
対
債
権
全
額
に
よ
っ
て
相
殺
し
た
方
が
無
資
力
の
債
椛
者

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
「
相
互
」
保
証
関
係
が
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
そ
の
者
の
実
質
的
に
見
て
巡
辮
保
証
人
と

解
す
る
余
地
が
あ
る
（
於
保
、
前
摘
諜
二
一
四
頁
に
「
負
柧
部
分
が
瀞
の
者
は
獅
帯
隈
証
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
」
，
〆
．
あ
る
）
。
他
の
憤

務
者
へ
通
知
を
せ
ず
重
畳
的
債
務
引
受
を
し
た
者
と
の
間
に
「
主
観
的
共
同
目
的
」
は
無
い
が
、
そ
の
実
質
的
に
連
帯
保
証
人
で
あ
る

者
が
債
権
者
と
の
関
係
で
そ
の
附
従
性
を
放
棄
し
連
帯
債
務
者
と
な
っ
た
点
に
意
義
が
あ
り
、
そ
の
者
の
利
益
と
し
て
は
主
債
務
者
に

あ
た
る
者
へ
「
信
用
」
と
い
う
利
益
を
贈
与
し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
融
通
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
人
が
連
帯
債
務
を
負
う
意
思
と

表
示
し
た
の
な
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
主
債
務
者
に
あ
た
る
者
の
怠
思
に
反
し
て
も
、
債
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
扱
っ
て

良
い
と
思
う
（
民
法
四
六
一
一
条
二
項
の
趣
旨
か
ら
）
。
法
律
の
規
定
（
民
法
七
六
一
条
、
商
法
五
一
一
条
等
）
に
よ
っ
て
連
帯
債
務
が
成
立
す
る

場
合
も
「
相
互
保
証
関
係
」
の
存
在
を
厳
格
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
等
は
述
帯
債
務
制
度
が
附
従
性
や
補
充
性
を
放
棄
し
た
相

互
保
証
関
係
で
あ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
取
引
上
の
信
願
保
謹
の
為
に
或
る
源
の
債
務
を
述
帯
悩
務
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
強
い
て
「
相
互
保
証
関
係
」
が
当
辮
者
間
に
あ
る
と
挑
測
で
き
一
の
か
と
か
、
そ
れ
に
類
す
る
関
係
が
あ
る
か
等
と
総
索
す
る
必
要
も

口
、
債
務
者
間
の
協
力
と
求
償
権
の
制
限
制
度

緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
債
務
者
間
で
出
損
に
関
し
相
互
に
他
の
債
務
者
の
利
益
を
配
慮
す
ぺ
き
も
の
と
し
て
求
償
樅
制
限
○

制
度
が
存
在
す
る
が
、
私
は
出
捕
の
段
階
に
お
け
る
債
務
者
間
の
相
互
の
利
益
に
つ
い
て
の
配
慮
や
協
力
の
可
能
性
の
点
か
ら
こ
の
間

題
を
検
討
し
た
い
。

を
強
い
て

な
い
。
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債
椛
者
が
知
ら
な
い
問
に
他
の
偵
務
者
が
反
対
債
権
を
譲
受
け
る
こ
と
駒
あ
り
、
た
と
え
伎
椛
者
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
も
そ
れ
は

債
権
者
の
請
求
権
を
阻
止
す
る
効
力
も
な
く
（
相
殺
さ
れ
る
ま
で
は
）
、
債
権
者
は
請
求
時
に
そ
れ
を
告
知
す
る
義
務
も
な
い
。
請
求
を

受
け
た
債
務
者
が
た
ま
た
ま
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
場
合
は
、
民
法
四
四
三
条
一
項
の
趣
旨
か
ら
考
え
て
、
対
抗
事
由
を
有
す
る

者
に
対
抗
の
機
会
を
与
え
る
為
に
偵
椛
者
へ
の
弁
済
を
（
立
法
論
と
し
て
は
全
額
）
拒
絶
し
件
る
と
解
し
て
幾
文
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ

う
で
な
い
場
合
に
、
唯
対
抗
事
由
を
有
す
る
者
が
居
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
事
前
の
通
知
に
よ
っ
て
確
認
す
る
ま
で
延
期

な
っ
た
と
の
推
測
も
で
き
る
。

と
の
関
係
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
債
務
者
も
、
そ
の
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
だ
け
求
償
権
者
に
対
抗
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
相

互
保
証
的
性
質
に
相
通
ず
る
。
し
か
し
、
求
償
権
制
限
の
問
題
は
、
求
償
権
の
発
生
・
行
使
の
要
件
と
し
て
出
損
の
段
階
の
も
の
で
あ

る
か
ら
、
債
権
者
の
請
求
権
と
の
関
係
で
事
前
。
事
後
の
通
知
の
時
間
的
余
裕
が
与
え
ら
れ
た
か
否
か
に
も
関
連
し
、
単
な
る
債
務
者

間
の
内
部
関
係
と
し
て
扱
い
得
な
い
面
も
あ
る
。
他
の
債
務
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
も
補
充
性
の
な
い
連
帯
債
務
者
は
債
権
者
の
請

求
に
対
し
即
座
に
応
ず
る
義
務
を
負
う
か
ら
、
む
し
ろ
対
抗
事
由
を
有
す
る
債
務
者
の
側
で
他
の
債
務
者
へ
協
力
を
乞
う
ぺ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
、
特
に
事
前
の
通
知
義
務
（
怠
れ
ば
求
償
稀
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
消
極
的
な
意
味
の
）
に
つ
い
て
立
法
論
と
し
て

疑
問
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
合
理
的
な
解
釈
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

「
噸
前
の
通
知
」
は
民
法
四
四
一
一
一
条
一
項
に
「
債
椛
者
ヨ
リ
請
求
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
（
の
通
知
）
」
と
あ
る
も
の
を
指
す
が
、
通
説

は
請
求
を
受
け
ず
に
弁
済
す
る
場
合
の
弁
済
前
の
通
知
を
も
含
む
と
解
し
て
い
る
（
我
妻
、
前
掲
響
四
三
五
頁
）
。
事
前
の
通
知
を
要
求

す
る
法
の
趣
旨
は
対
抗
事
由
を
有
す
る
他
の
債
務
者
が
債
権
者
へ
対
抗
す
る
機
会
を
失
な
わ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
む
し
ろ

債
権
者
か
ら
請
求
も
さ
れ
な
い
場
合
は
そ
の
時
間
的
余
裕
も
あ
り
、
よ
り
他
の
伎
務
者
の
利
益
に
つ
い
て
配
慰
す
べ
き
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
債
権
者
が
請
求
に
来
な
い
こ
と
は
、
他
の
債
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
債
務
が
消
滅
す
る
等
で
請
求
の
必
要
が
な
く
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的
抗
弁
権
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
講
求
が
絶
対
的
効
力
を
生
じ
他
の
憤
務
者
も
共
に
遅
滞
の
宜
任
を
負
う

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
全
額
の
請
求
を
受
け
た
債
務
者
と
し
て
は
債
権
者
を
信
頼
し
て
弁
済
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
た
と
え
事
前

の
通
知
を
発
信
し
た
と
し
て
も
、
他
の
債
務
者
か
ら
の
回
答
を
待
つ
時
間
も
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
は
事
前
の
通
知
を
要
求

し
た
法
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
特
に
請
求
に
応
じ
て
出
損
す
る
場
合
の
事
前
の
通
知
に
つ
い
て
は
時
間
的
余

裕
の
有
無
等
を
考
懲
し
、
不
可
能
な
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
螂
後
の
通
知
」
義
務
の
規
定
（
民
法
四
一
一
一
三
条
二
項
）
は
響
怠
の
二
麺
弁
済
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
と
、
も
し
そ
れ
が
発
生
し
た
場
合

に
善
意
の
一
一
亜
弁
済
者
を
保
通
す
る
趣
旨
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
善
意
の
第
一
一
の
出
禍
行
為
が
有
効
と
し
て
扱
わ
れ
る
範
囲
を
判

例
や
通
説
の
よ
う
に
第
一
・
第
一
万
出
摘
者
間
に
限
定
し
た
と
き
、
特
に
両
者
以
外
の
債
務
者
等
の
負
担
部
分
が
大
部
分
を
占
め
る
場

合
に
は
第
一
一
の
出
損
者
保
護
の
意
味
が
殆
ん
ど
無
く
な
る
。
も
し
事
後
の
通
知
を
要
求
す
る
法
の
趣
旨
を
他
の
債
務
者
が
そ
の
者
の
負

担
部
分
だ
け
を
実
質
的
主
債
務
者
と
し
て
善
意
で
（
９
）
出
指
す
る
こ
と
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
し
た
に
し
て
も
、
そ
の
場
合

に
善
意
の
出
損
行
為
が
有
効
と
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
べ
き
も
の
は
そ
の
者
の
負
担
部
分
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
善
意
の
出
損
者
に

そ
の
者
の
負
担
部
分
以
上
の
出
硝
を
差
控
え
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
、
全
部
義
務
を
負
う
連
帯
償
務
者
に
対
す
る
も
の
と
し
て
お
か

し
い
か
ら
、
ど
ち
ら
か
の
出
指
を
全
体
と
し
て
有
効
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
。
通
説
の
相
対
的
効
力
説
は
第
一
万

出
揖
者
の
保
護
と
し
て
も
不
撤
底
で
あ
り
、
求
償
権
の
行
使
に
対
す
る
制
限
と
い
う
前
項
の
説
明
に
適
す
る
言
葉
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る

一
一
重
の
弁
済
の
生
ず
る
場
合
に
お
け
る
債
権
者
に
つ
い
て
の
態
様
と
し
て
は
、
債
権
者
が
背
信
的
に
第
一
一
の
弁
済
を
受
領
す
る
こ
と

も
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
最
初
に
請
求
し
た
相
手
の
債
務
者
が
即
座
に
弁
済
し
な
い
た
め
他
の
憤
務
者
に
請
求

し
弁
済
を
受
け
た
（
第
一
の
出
禍
）
後
に
、
初
め
に
請
求
さ
れ
た
者
が
善
意
で
債
権
者
へ
の
弁
済
と
し
て
送
金
（
第
一
一
の
出
掲
）
す
る
場
合

よ
｝
っ
な
気
が
す
る
。
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等
も
あ
ろ
う
し
、
債
権
者
が
既
に
弁
済
を
受
け
た
こ
と
を
忘
れ
二
重
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
二
重
弁
済
を
受
け
た
債
権
者
が

任
意
に
第
二
の
（
常
識
的
に
）
出
指
を
返
還
す
る
な
ら
、
い
ず
れ
の
出
損
を
有
効
と
す
る
か
を
争
う
必
要
は
な
い
。
問
題
に
な
る
の
は

債
権
者
が
す
み
や
か
に
返
還
請
求
に
応
じ
な
い
と
か
、
特
に
無
資
力
に
な
っ
た
場
合
で
あ
ろ
う
・

事
後
の
通
知
を
す
ぺ
き
期
限
も
法
定
さ
れ
ず
、
法
文
か
ら
は
唯
善
意
の
第
二
の
出
揖
行
為
が
あ
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
事
後
の
通

知
を
怠
っ
た
も
の
と
す
る
以
外
に
解
釈
の
余
地
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
第
一
の
出
損
行
為
と
同
時
に
事
後
の
通
知
を
発
信
し
た
に
し
て

も
、
そ
れ
が
到
達
す
る
ま
で
に
事
前
の
通
知
を
し
て
即
座
に
第
二
の
出
損
を
す
る
者
の
出
現
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
善
意
の

第
一
一
の
出
損
を
防
止
す
る
働
き
を
発
揮
す
る
の
は
事
後
の
通
知
の
到
達
の
時
点
か
ら
で
あ
る
が
、
善
意
の
第
二
の
出
措
の
発
生
を
防
止

す
ぺ
く
最
善
を
尽
し
た
と
言
え
る
出
惰
時
の
通
知
発
信
者
に
こ
れ
以
上
の
努
力
を
期
待
で
き
な
い
。
従
っ
て
こ
の
問
題
は
第
一
の
出
揖

者
の
事
後
の
通
知
の
有
無
だ
け
で
決
着
を
付
け
る
こ
と
に
適
せ
ず
、
第
二
の
出
指
者
の
方
の
二
重
弁
済
防
止
の
努
力
等
と
も
比
較
し
、

第
一
の
出
揖
者
の
方
で
為
さ
れ
る
二
重
弁
済
防
止
の
努
力
と
し
て
評
価
し
得
る
事
後
の
通
知
以
外
の
も
の
も
考
慮
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
の
出
措
者
の
事
前
の
通
知
○
中
で
も
特
に
「
こ
れ
か
ら
弁
済
を
す
る
」
旨
の
通
知
は
到
達
が
早
い
点
で
事
後
の
通
知
よ
り
二
重

弁
済
防
止
に
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
「
請
求
を
受
け
た
」
旨
の
通
知
で
さ
え
他
の
債
務
者
を
し
て
既
に
第
一
の
出
措
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
注
意
を
喚
起
す
―
・
働
き
が
あ
る
。
従
っ
て
第
一
の
出
摘
者
が
既
に
事
前
の
通
知
を
発
し
た
場
合
に
は
事
後
の
通
知
を

要
求
す
る
こ
と
が
不
要
な
こ
と
も
あ
ろ
う
。

二
重
の
弁
済
が
生
じ
た
事
例
の
中
に
は
、
第
一
の
出
損
者
が
事
前
の
通
知
を
し
た
場
合
と
怠
っ
た
場
合
と
が
あ
り
、
事
後
の
通
知
を

既
に
発
信
し
た
が
そ
の
到
達
前
に
第
一
一
の
出
損
が
生
じ
た
場
合
も
あ
る
。
第
一
の
弁
済
後
間
も
な
く
第
一
一
○
出
摺
が
あ
っ
た
場
合
、
第

一
の
出
捕
者
が
そ
の
う
ち
求
償
請
求
を
兼
ね
て
事
後
の
通
知
を
す
る
積
り
で
居
る
間
に
第
一
一
の
出
撹
が
あ
っ
た
場
合
等
も
考
え
ら
れ

る
。
第
一
一
の
出
指
老
の
方
に
お
い
て
も
、
事
前
の
通
知
を
し
た
場
合
と
怠
っ
た
場
合
が
あ
り
、
第
一
一
の
出
加
者
の
事
前
の
通
知
を
受
け
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た
第
一
の
出
揖
者
が
既
に
弁
済
済
み
で
あ
る
旨
の
回
答
を
す
る
前
に
第
二
の
出
損
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ

う
な
回
答
で
は
事
後
の
通
知
と
し
て
手
遅
れ
で
あ
る
。
第
二
の
出
揖
者
が
事
後
の
通
知
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
そ
の
到
達
前
に
第
一
の
出

損
者
の
事
後
の
通
知
が
届
い
た
場
合
も
あ
る
し
、
第
二
の
出
損
者
が
事
後
の
通
知
を
準
備
し
て
い
る
間
に
第
一
の
出
損
者
か
ら
の
事
後

の
通
知
が
到
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
第
一
。
第
二
の
出
揖
者
共
未
だ
事
後
の
通
知
を
し
て
な
い
場
合
は
ど
ち
ら
が
先
に
求
償
請
求
を
兼

ね
た
事
後
の
通
知
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
も
し
両
者
が
同
時
に
事
後
の
通
知
を
し
た
場
合
は
、
第
一
の
出
損
者
の
方

が
比
較
的
長
期
間
事
後
の
通
知
を
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
点
で
過
失
が
大
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
第
一
の
出
絹
が
弁
済
期
に
な
さ
れ

第
二
の
出
梢
が
期
限
に
遅
れ
た
場
合
は
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
す
る
努
力
の
点
か
ら
見
て
も
、
弁
済
期
徒
過
後
に
債
権
者
か

ら
催
促
が
な
い
と
き
は
既
に
他
の
者
の
弁
済
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
余
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
の
出
措
を
有
効
な
も
の
と
す
べ
き

二
重
の
弁
済
の
態
様
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
組
合
せ
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
出
撮
を
有
効
な
も
の
と
す
べ
き
か
と
い
う
問

題
は
、
先
ず
連
帯
債
務
者
間
の
第
一
の
目
標
が
債
権
者
に
完
全
な
満
足
を
与
え
る
目
的
の
実
現
で
あ
る
こ
と
を
中
心
と
し
、
各
債
務
者

の
そ
の
目
標
へ
の
努
力
の
度
合
や
他
の
債
務
者
へ
の
配
慮
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
て
、
他
の
債
務
者
の
利
益
の
為
の
努
力
の
程
度
に

よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
過
失
の
大
小
に
よ
っ
て
決
す
る
見
解
は
勝
本
、
債
権
総
講
中
、
二
一
一
○
頁
以
下
）

で
あ
ろ
う
。

い
、
検
討
の
必
要
性

六
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
求
償
権
の
事
前
行
使



7０琉大法学第１１号（1970）

求
償
権
を
償
権
者
の
利
益
を
害
し
な
い
形
式
で
処
理
で
き
る
な
ら
、
保
証
人
の
求
償
樅
事
前
行
使
に
つ
い
て
の
民
法
四
五
九
条
一

項
、
四
六
○
条
、
四
六
一
条
の
規
定
を
相
互
保
証
関
係
に
あ
る
連
帯
債
務
者
間
に
準
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

各
債
務
者
が
全
部
義
務
を
負
い
、
各
自
の
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
さ
え
補
充
性
の
な
い
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
、
他
の
債

務
者
が
弁
済
の
為
に
委
託
す
る
場
合
は
別
だ
が
、
債
権
者
へ
の
弁
済
資
金
と
し
て
各
債
務
者
か
ら
各
々
の
負
担
部
分
を
徴
収
す
る
権
利

は
な
い
。
債
務
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
、
一
債
務
者
へ
各
々
の
負
担
部
分
を
弁
済
資
金
と
し
て
託
し
た
に
し
て
も
、
債
権
者
が
各
債
務

者
へ
全
額
を
請
求
す
る
権
利
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
等
影
響
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
出
捕
の
準
伽
と
し
て
の
求
償
権
の
蛎
前
行
使
は
連
帯

債
務
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
・

次
に
残
債
務
が
存
在
す
る
時
の
求
依
は
事
前
行
使
に
な
る
と
す
る
私
見
や
負
担
部
分
以
内
の
出
描
に
よ
る
求
償
が
事
前
行
使
と
い
う

こ
と
に
な
る
見
解
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
求
償
権
の
「
事
前
行
使
」
が
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

口
、
求
償
権
の
事
前
行
使
の
制
度

連
帯
債
務
へ
の
準
用
の
可
否
を
検
討
す
る
前
に
、
求
償
権
の
蛎
前
行
使
の
規
定
（
民
法
四
五
九
乃
至
四
六
一
条
）
の
機
能
を
考
察
し
て

主
償
務
者
の
委
託
を
受
け
て
保
証
す
る
場
合
の
主
伎
勝
者
と
保
証
人
と
の
関
係
を
委
任
と
解
し
て
差
支
え
な
い
が
、
何
を
委
任
し
た

か
と
い
う
と
、
当
初
か
ら
主
債
務
者
が
弁
済
期
に
弁
済
の
資
力
の
無
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
為
保
証
人
に
弁
済
を
委
託
す
る
こ
と
は
殆

ん
ど
な
く
、
通
常
は
保
証
人
に
出
揖
等
の
迷
惑
を
か
け
な
い
と
の
約
束
の
も
と
に
、
唯
債
権
者
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
（
名
義
上
の
）

保
証
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
依
頼
す
る
か
ら
、
信
用
を
与
え
る
意
味
で
の
委
任
で
あ
っ
て
、
出
指
す
る
こ
と
ま
で
も
当
然
の
予
定
の
過

程
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
保
証
人
が
万
一
の
場
合
と
し
て
出
指
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
保
証
人
に
一
般
の
委
任

の
場
合
の
よ
う
に
批
用
伽
払
の
糟
求
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
主
債
務
者
が
弁
済
の
資
金
を
前
払
い
す
る
仇
い
な
ら
債
権
者
か
ら

み
る
。
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資
を
受
け
て
債
務
者
に
な
る
必
要
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

保
証
人
の
二
次
的
債
務
者
と
し
て
の
地
位
は
催
告
・
検
索
の
抗
弁
権
に
よ
っ
て
確
保
し
得
る
の
だ
か
ら
、
債
権
者
が
保
証
人
の
方
か

ら
先
に
請
求
し
た
に
し
て
も
、
保
証
人
が
弁
済
資
金
を
主
債
務
者
か
ら
取
立
て
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
唯
例
外
的
に
民

法
四
五
九
条
一
項
は
保
証
人
が
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
「
過
失
ナ
ク
シ
テ
債
権
者
一
一
弁
済
ス
ヘ
キ
裁
判
言
渡
ヲ
受
ヶ
」
た
場
合
に
弁

済
前
の
求
償
権
を
認
め
て
い
る
。

保
証
人
に
求
償
権
の
事
前
行
使
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
主
債
務
者
の
財
産
状
態
が
悪
化
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
、
保
証
人
が
弁
済
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
主
債
務
者
か
ら
の
求
償
も
充
分
得
ら
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
場
合
だ
け
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
主
憤
務
者
の
財
産
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
、
債
権
者
の
方
が
そ
の
好
転
を
期
待
し
、
な
る
べ
く
主
債
務
者
か
ら

弁
済
を
受
け
保
証
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
努
力
し
て
い
る
際
に
、
保
証
人
の
方
で
求
償
権
の
珈
前
行
使
に
よ
っ
て
主
債
務
者
の
資
産

状
態
の
好
転
に
必
要
な
資
金
の
取
り
上
げ
を
認
め
る
こ
と
ば
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
憤
椛
者
に
と
っ
て
は
主
債
務
者
の
財
産
状
態
が

一
層
悪
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
証
人
か
ら
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
安
心
だ
が
、
主
債
務
者
の
資
醗
状
態
の
好
転
す
る
か

悪
化
す
る
か
の
り
ス
ク
を
憤
椛
者
の
期
限
猶
予
や
権
利
不
行
使
に
よ
っ
て
一
方
的
に
保
証
人
が
負
担
さ
せ
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
保
証
人

と
し
て
は
た
ま
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
債
権
者
と
主
債
務
者
だ
け
の
合
意
に
よ
っ
て
期
限
の
猶
予
を
す
る
こ
と
は
、
保
証
人
の

承
諾
な
し
に
保
証
債
務
の
内
容
を
加
重
す
る
こ
と
に
な
り
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
保
証
人
は
当
初
の
弁
済
時
に
お
け
る
主
債
務
者
の
財

産
状
態
を
前
提
に
保
証
す
る
も
の
と
し
て
扱
え
ば
足
り
、
民
法
四
六
○
条
二
号
但
書
を
お
く
必
要
催
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

主
債
務
者
の
資
産
状
態
が
悪
化
す
る
傾
向
に
あ
り
債
権
者
が
弁
済
期
を
徒
過
し
て
も
権
利
行
使
を
し
な
い
こ
と
が
保
証
人
の
将
来
の

求
償
権
を
危
う
く
す
る
虞
れ
が
あ
る
と
き
は
、
保
証
人
目
か
ら
債
務
者
と
し
て
の
弁
済
義
務
を
果
し
、
求
償
権
者
と
し
て
の
権
利
を
早

目
に
行
使
す
れ
ば
損
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
し
、
債
権
者
の
権
利
不
行
使
の
自
由
も
確
保
で
き
る
。
検
索
の
抗
弁
権
の
規
定
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債
権
者
が
ど
う
に
か
し
て
保
証
人
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
主
債
務
者
の
弁
済
能
力
の
回
復
を
待
ち
た
い
な
ら
、
期
限
を
猶
予
す
る
か
そ

れ
と
も
即
座
に
権
利
行
使
を
す
る
か
の
選
択
を
保
証
人
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の
結
果
保
証
人
が
前
者
に
賛
成
す
る
場
合
だ
け
そ
れ
を
認
め
る

こ
と
に
し
て
も
債
権
者
に
不
利
益
は
な
い
。

民
法
四
六
一
条
に
規
定
さ
れ
た
求
償
権
の
事
前
行
使
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
主
債
務
者
に
認
め
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、
主
債
務
者

が
代
担
保
（
人
的
、
物
的
）
を
債
権
者
に
提
供
し
て
そ
の
保
証
人
を
免
責
す
る
方
法
な
ら
、
主
債
務
者
が
即
座
に
出
損
す
る
必
要
が
な
い

点
に
お
い
て
有
用
で
あ
る
が
、
他
の
方
法
は
せ
い
ぜ
い
求
償
権
者
が
求
償
権
の
事
前
行
使
に
よ
っ
て
得
た
弁
済
資
金
を
自
己
の
為
に
消

費
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
程
度
の
効
用
し
か
な
く
、
む
し
ろ
主
債
務
者
が
せ
っ
か
く
猶
予
さ
れ
た
期
限
の
利
益
を
失
い
、
結
局
出
指

さ
せ
ら
れ
る
点
に
お
い
て
王
債
務
者
に
と
っ
て
無
用
の
長
物
で
あ
る
。

口
、
連
帯
債
務
者
の
求
償
権
事
前
行
使
の
可
否

民
法
四
六
○
条
一
号
に
規
定
す
る
主
債
務
者
が
破
産
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
が
そ
の
財
団
に
配
当
加
入
し
な
い
な
ら
、
結

局
保
証
人
が
無
資
力
に
な
る
主
債
務
者
に
代
っ
て
弁
済
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
弁
済
後
の
求
償
権
も
満
足
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
場
合
に
将
来
の
求
償
権
（
弁
済
し
て
始
め
て
償
還
す
べ
き
利
得
が
生
ず
る
と
考
え
る
と
求
償
権
の
事
前
行
使
と

い
う
用
語
は
適
切
で
な
い
）
の
行
使
を
認
め
る
必
要
性
が
最
も
大
き
い
。
破
産
法
二
六
条
に
も
同
様
な
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
連
帯
債

務
者
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
民
法
四
六
○
条
一
号
の
連
帯
債
務
へ
の
準
用
の
可
否
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
。
破
産
し
た
当
の
連
帯

（
民
法
四
五
一
一
一
条
）
の
趣
旨
も
主
債
務
者
に
弁
済
の
資
力
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
点
か
ら
考
え
て
、
主
債
務
者
か
ら
僅
か
で
も
可
能
な

限
り
出
揖
さ
せ
た
後
に
保
証
人
か
ら
弁
済
を
受
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
主
債
務
者
の
資
産
状
態
悪
化
に
よ
る
将
来

の
求
償
権
者
の
危
険
性
を
目
か
ら
の
弁
済
を
急
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
は
、
保
証
人
に
対
す
る
も
の
と
し

て
酷
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
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立
替
分
も
含
む
）
さ
・

附
従
性
さ
え
も
な
い
）

債
務
者
關
既
に
破
産
管
財
人
の
櫛
拠
下
に
移
っ
た
自
己
名
義
の
財
麓
に
つ
い
て
の
他
の
偵
務
料
の
求
悩
縦
の
獅
前
行
使
に
対
抗
す
る
だ

け
の
資
力
も
信
用
も
利
益
も
気
力
も
失
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
緊
密
な
関
係
に
あ
る
他
の
連
帯
憤
務
者
の
損
失
の
軽
減
に
協
力
す
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
民
法
四
六
一
条
を
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
は
な
い
。

民
法
四
五
九
条
一
項
の
規
定
は
保
証
債
務
の
補
充
性
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
債
務
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
も
補

充
性
の
な
い
連
帯
債
務
に
準
用
す
る
余
地
は
な
い
。
連
帯
債
務
者
は
各
々
自
己
の
債
務
に
つ
き
弁
済
す
ぺ
き
裁
判
渡
一
言
の
あ
る
こ
と
も

予
想
（
む
し
ろ
予
定
）
し
弁
済
の
郊
榊
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
債
椛
者
は
他
の
償
勝
者
へ
裁
判
上
、
裁
判
外
の
瀦
求
か
）
す

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
償
勝
者
間
で
各
々
の
負
拠
祁
分
を
何
時
持
ち
寄
る
と
か
ど
の
伎
務
者
が
そ
れ
を
徴
収
し
て
俄
椛
者
へ
の
弁
済
を

担
当
す
る
等
の
決
定
を
し
て
駒
、
そ
れ
に
つ
い
て
債
権
者
が
承
諾
を
与
え
な
け
れ
ば
債
権
者
の
椛
利
に
そ
れ
は
何
ん
の
影
騨
冶
及
ぼ
さ

以
上
の
よ
う
に
連
帯
債
務
者
間
に
お
け
る
求
償
権
の
事
前
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
原
則
と
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ

な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
連
帯
債
務
者
間
の
最
高
の
目
標
が
債
権
者
に
完
全
な
満
足
を
与
え
る
目
的
の
実
現
で
あ
り
、
そ
の
目
的
達

成
が
段
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
私
の
立
場
か
ら
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
負
担
部
分
を
超
え
る
出
損
を
し
た
債
務
者

民
法
四
六
○
条
の
二
号
や
二
号
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
補
充
性
を
有
す
る
保
証
人
に
対
し
て
さ
え
債
権
者
は
弁
済
期
徒
過
後
も

主
憤
務
者
に
権
利
行
使
し
な
い
倒
由
が
あ
る
。
連
帯
憤
務
に
お
い
て
ば
、
各
債
務
者
は
横
権
者
が
自
分
だ
け
先
に
請
求
そ
の
他
の
権
利

行
使
す
る
こ
と
を
当
然
予
定
す
ぺ
き
で
あ
り
、
他
の
債
務
者
へ
も
同
時
に
催
告
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
他
の
償
務
者

の
弁
済
期
が
後
発
的
に
不
確
定
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
で
さ
え
、
連
帯
債
務
は
そ
の
結
果
自
分
だ
け
が
全
債
務
を
弁
済
（
実
質
的
に
は

立
替
分
も
含
む
）
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
債
権
者
へ
何
等
不
満
を
述
ぺ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
成
立
に
関
す
る

な
い
。
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こ
れ
ま
で
本
稿
は
連
帯
債
務
者
が
一
部
の
弁
済
を
為
し
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。
一
部
弁
済
を
為
し
得
る
と
い

う
の
は
、
債
権
者
が
一
部
弁
済
を
受
領
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
唯
債
権
者
が
そ
れ
を
拒
絶
し
な
い
か
ら
一
部
弁
済

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
、
連
帯
債
務
の
不
可
分
性
と
の
関
係
で
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
結
論
の
い
か
ん
は
一
部
出
措
に

よ
る
求
償
権
の
問
題
に
も
関
連
が
あ
る
。

連
帯
債
務
の
不
可
分
性
は
、
民
法
四
三
二
条
が
「
数
人
力
連
帯
債
務
ヲ
負
担
ス
ル
ト
キ
ハ
債
椛
背
ハ
其
債
務
者
ノ
ー
人
ニ
タ
イ
シ
又

ハ
同
時
若
シ
ク
ハ
順
次
二
総
債
務
者
一
一
対
シ
テ
全
部
又
ハ
ー
部
ノ
履
行
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
が

債
権
者
に
対
し
全
部
義
務
を
負
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
債
権
者
の
全
部
の
請
求
に
対
し
債
務
者
が
一
部
の
提
供
を
す
る
場
合
に
、
債

権
者
は
そ
れ
を
債
務
の
本
旨
に
従
お
な
い
不
完
全
な
給
付
と
し
て
受
領
を
拒
み
得
る
か
、
連
帯
債
務
の
給
付
は
本
来
可
分
の
も
の
で
あ
一

り
、
一
部
の
弁
済
が
債
樅
者
に
と
っ
て
無
価
値
で
な
い
か
ら
、
実
際
に
債
権
者
が
そ
の
受
領
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
よ
う
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
部
の
弁
済
に
よ
る
代
位
に
よ
っ
て
債
権
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
債
権
者
は
そ
れ
を
防
ぐ
為
に

そ
の
受
領
を
拒
む
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
し
債
権
者
に
一
部
弁
済
を
拒
絶
す
る
権
利
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
拒
絶
さ
れ
る
部

分
を
債
務
者
が
一
旦
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
面
倒
だ
か
ら
、
受
領
と
し
て
で
は
な
く
債
権
者
に
受
寄
者
と
し
て
預
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

ｈ
債
権
者
へ
の
残
債
務
が
存
在
す
る
限
り
、
求
償
権
を
取
得
し
な
い
と
す
る
か
、
少
く
と
も
、
債
権
者
の
権
利
行
使
の
対
象
と
な
り

得
る
財
産
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
求
償
権
の
行
使
に
対
し
て
は
、
求
償
請
求
さ
れ
る
側
に
延
期
的
抗
弁
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
一
部
の
弁
済
と
受
領
義
務



7５ 連帯債務者間の内部関係と債権者（新垣進）
債
権
者
と
債
務
者
の
関
係
が
債
権
の
目
的
達
成
に
向
っ
て
互
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
一
部
の
弁
済
も
目
的
達

成
に
向
っ
て
の
努
力
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
に
そ
の
受
領
を
拒
み
得
ず
唯
残
額
も
す
み
や
か
に
履
行
す
る
よ
う
請
求
し
得
る
だ
け
だ
と

も
解
し
得
る
。
特
に
給
付
の
目
的
物
が
一
度
に
送
付
す
る
に
適
さ
な
い
場
合
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
弁
済
部
分
に
つ
い
て
の

利
息
の
発
生
を
止
め
て
も
債
権
者
と
し
て
は
そ
れ
を
自
己
の
為
に
使
用
で
き
る
か
ら
不
利
益
は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
一
般
に
債

権
者
の
受
領
義
務
を
認
め
る
見
解
も
、
弁
済
の
提
供
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
》
）
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
全
部
義
務
は

単
に
債
権
者
に
完
全
な
満
足
を
与
え
る
為
の
便
宜
的
手
段
で
は
な
く
、
債
権
の
効
力
強
化
の
為
に
不
可
分
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
債
務
○

内
容
で
あ
る
か
ら
、
一
部
の
弁
済
が
債
権
者
に
完
全
な
満
足
を
与
え
る
為
の
一
つ
の
道
程
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
残
部
が
引
続
き

弁
済
が
為
さ
れ
る
こ
と
を
も
含
め
れ
ば
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
も
の
と
は
言
え
る
に
し
て
も
、
一
部
の
弁
済
の
状
態
だ
け
を
指
し
て
債

務
の
本
旨
に
従
っ
た
も
の
と
言
え
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
部
の
弁
済
は
債
権
者
の
承
諾
に
よ
っ
て
為

さ
れ
た
全
部
弁
済
の
過
程
で
あ
る
か
ら
、
全
債
務
が
消
滅
し
な
い
限
り
、
求
償
権
も
連
帯
債
務
の
不
可
分
性
か
ら
の
債
権
者
の
利
益
と

害
す
る
形
態
と
し
て
は
、
発
生
し
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

》
工


